
国有林内
（原則）

西表島全体における観光管理のあり方（コンセプト）（素案）

・過去最大規模の入込観
光客数（40万人/年）を
上限の目安とする。

体験利用フィー
ルドのエリアご
との利用の管理

西表島部会

国有林内
（施設等に国有林以外の
管理者がいる場合）

※例外となる利用行為
・地域住民による祭事や慣例的な利用等
・地域住民による狩猟（従来通りの許可行為）

入込者数の増加抑制

＜西表島全体における入域管理と利用負荷対策＞

■西表島全体の観光収容力

入島者（観光
客）への協力
金制度の導入

【立入りの考え方】

※現時点では海域を除き陸域に関する考え方を示す

・西表島全体の入込観光客数を、マス観光と体験利用に分け、
自然環境を劣化させずに持続的に利用できる規模に抑えます。
・日帰り型のマス観光を高消費単価型、滞在交流型へ移行さ
せ、環境負荷低減と地域への利益還元を両立します。
・マス観光による環境負荷や住民生活への負荷を抑えるため
に必要な整備を行います。

■インフラ等の整備

・ゴミの収集、処理施設
・上下水道、トイレ
・ヤマネコ交通事故防止等

入込による負荷の低減

＜体験利用のフィールドのエリア設定と利用原則＞
（本来の国有林の利用ルールの徹底）

目的：西表島の自然を損なうことなく持続的に利
用し、将来にわたって自然からの恵みを得る

＜推進組織・体制＞

【体験利用のフィールドの管理手法（モニタリングとコントロール）】

■フィールドごとの利用調整とルール
・現在の利用者数を当面の利用上限の
目安とし、必要に応じて調整する。
・利用者数とフィールドの自然等への
利用影響の度合いに応じて、利用規
制※をかけフィールドの荒廃を防ぐ。
（※管理者の権限、ガイド制度の活用、
協議会ルール等の仕組みを検討）

・必要に応じてその他制度や自主ルー
ルによる利用負荷の調整を行う。

■ガイド登録・認定制度
・質の低いガイドによる無秩序
な利用の排除
・ガイド養成と規範徹底による
フィールド利用負荷低減
・簡易な利用影響確認を実施
・利用可能フィールドの規定と
スキルアップに応じた拡充
・ルール違反者の認定取消

図 西表島における観光管理の基本的な考え方（概念図）

①自然環境の保全を前提とした持続可能な利用 ②適正利用のルール等の作成・遵守
③モニタリングを通じた取組の質の向上 ④ガイドの質の向上と安全かつ魅力的な体験の提供
⑤地域文化や生活の尊重 ⑥観光を通じた地域づくりの推進 ⑦西表島エコツーリズムの情報発信

＜目的と基本方針＞
基本方針：

・世界自然遺産としての西表島
の管理

現
在
の
組
織
等

適正利用とエコ
ツーリズム推進
体制構築に向け
た検討会

ガイド事業者連絡協議会 行政機関

・利用管理の中心となる
実施主体
・観光関係団体とガイド
事業者により構成

・規制や利
用調整の
適用
・施設等の
整備

利用状況に
応じた報
告・要請

窓口機能等
の委託

・ガイド制度の運用（ガイド全体の統括）
・届出手続きの窓口業務
・利用及びフィールドの状況の確認・報告 等

・手続きを義務化して周知徹底する 【管理者・関係機関連携】
・届出を一本化して利用者数の把握等を行う
（ガイド利用は登録認定制度と連動した簡易手続きを検討）
（セルフ利用の届出を受け付ける窓口機関やポストを設置）

検討 検討 運営

ふるさと納税やヤ
マネコ基金の活用、
その他行政事業

西表島適正
利用協議会

・西表島全体
としての観光
の方針や入域
管理、整備等
の検討主体

・フィールド
のゾーニン
グと利用原
則、利用の
管理手法等
の検討主体

西表島全体の
観光管理マス
タープラン検
討に関する作
業部会

行政機関
会議↓
新たな検
討組織設
置

ガイド
事業者

○○組合 ○○協会

…
…

…

当面は西表島
エコツーリズ
ム協会に併設
し、別途人員
等を確保

理事会

事務局

理事長

理事（複数）

全ガイド事業者が加入
（登録費等）

各団体として参加

理事を選出

環境省

林野庁

沖縄県

竹富町

立入許可申請
（入林届）

届出制
（入山届）

国有林外の
利用フィールド

許可手続き

届出手続き

届出制

許可・届出不要

※個々のフィールドの取扱いについては利用実態等を
踏まえて調整していく

・手続きを周知徹底し、利用者数の把握等を行う【林野庁】
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